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【目的】Atomoxetine(ATX)は、2012 年に成人の注意欠如・多動症(ADHD)患者への適応が追加され、広く使用さ

れるようになっている。近年、抗精神病薬や抗うつ薬による心電図上 QT 延長が注目されているが、ATX は in 

vitroにおいて、human ether-a-go-go-related gene potassium channelsを阻害し、QT間隔を延長させるという報

告がある（Scherer et al., 2009）。一方臨床ではATXの大量服薬後もQT間隔は変化しなかったという報告もある

（Barker et al., 2004; Sawant et al., 2004; Kashani et al.,2007）。また、一般的に女性であることは薬剤性 QT 延長

のリスクファクターであると言われており、我々は以前にも抗精神病薬による QT延長に性差が関連していること

を発表した（Suzuki et al., 2013）。本研究では、成人患者において ATX が QT 間隔与える影響を性差を考慮した

上で評価した。 

【対象と方法】本研究は新潟大学医学部遺伝子倫理審査委員会の承認を得ており、全例から書面にて同意を得

た。守秘義務を遵守し、匿名性保持に配慮した。対象は ATX による治療を行われていた平均年齢 29.3 ± 8.1

歳、41 名(男性 26 名、女性 15 名)の ADHD 患者。ATX の 1 日用量は 40mg、80mg または 120mg で治療されて

おり同一用量で 2 週間以上経過した時点で、心電図測定、血液生化学検査、血中 ATX 濃度を測定した。41 人

中 24人については ATX治療開始前に同様の検査を行い、治療後と比較した。補正 QT間隔(QTc)は Bazett法

(QTcB)、Fridericia 法(QTcF)を用いて算出した。 

【結果】Body mass index、ATX 用量、血中 ATX 濃度、QTcB、QTcF の平均はそれぞれ 24.3±4.7kg/m2、72.7±

32.8mg、197.6±327.6ng/ml、416.0±25.9ms、398.9±18.9ms であった。ATX 治療前後での QTc 変化を比較した

24 名では、女性においてのみ治療後の QTcB が延長していた（421.4±19.6 vs 444.1±26.0ms, p=0.039）。血中

の ATX濃度や ATX用量とQTcとの相関は認められなかった。また、全体の分析では、女性において ATX用量

と QTcBが相関し(r=0.631, p=0.012)、ATX 用量と QTcF との相関では有意傾向(r=0.504, p=0.055)が観察された。

男性においては、ATX 用量と QTc の間に相関は認められなかった。また、血中 ATX 濃度は性差を考慮しても

QTc との相関は認められなかった。 

【結語】ATX は、成人女性において QT 延長作用を有する可能性が示唆された。今後、児童・青年期の患者にお

いても ATX の QT 延長作用について性差を考慮した検討が必要であろう。 


